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電力スマートメーター通信網を活用した「監視・制御システム」

NES/SCADA
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一般的な監視・制御システム「SCADA」の課題を解決するため、スマー
トメーター通信網等を活用できるよう改良を加えることにより、比較的
安価な構築と各施設ごとのサーバー機の削減等を実現しました。

システムイメージ

【スマートメーター通信の特徴】
１．耐障害性（冗長性）に優れている
２．データの通信速度はやや低速（ＬＰＷＡ）
３．通信インフラとしての寿命が長い
４．通信コストが比較的安価
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導入事例

© 2023 NES Co., Ltd. All rights reserved.2

活用想定シーン
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スマートメーター通信網を活用し、発電機の運転状況や電圧等の計測値を遠隔地の監視・制御拠点で監視し、随時制御を行っている事例です。
インターネット上に設置されたデータセンターのIF変換サーバーと、AWS上の仮想サーバー上に構築した「NES/SCADA」をVMware社のSD-WANを介して接続し、

安全な監視・制御システムを構築しました。
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